
【核武装した】日本国召喚

スカイキッド



【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ

Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で
す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作

品
を
引
用
の
範
囲
を
超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁

じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
も
し
も
、
日
本
国
が
核
兵
器
を
所
有
し
、
そ
れ
を
躊
躇
な
く
異
世
界
で
使
用
し

た
ら
、
と
い
う
作
品
で
す
。

　　
※
注
意

　
こ
の
作
品
の
日
本
は
、
核
兵
器
が
戦
場
で
躊
躇
な
く
使
わ
れ
て
き
た
世
界
の
日

本
で
あ
り
、
現
実
の
日
本
及
び
団
体
や
人
物
、
そ
の
他
国
家
や
集
団
と
は
全
く
関

係
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
人
に
よ
っ
て
は
相
当
な
不
快
感
を
覚
え
か
ね
な
い
内

容
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
閲
覧
に
は
ご
注
意
下
さ
い
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
：
ロ
デ
ニ
ウ
ス
大
海
戦

　　　
中
央
暦
１
６
３
９
年
　
４
月
２
５
日
　

　
ロ
デ
ニ
ウ
ス
大
陸
　
北
部
沖
合
い

　　
そ
の
日
、
ロ
デ
ニ
ウ
ス
大
陸
沖
の
ロ
ウ
リ
ア
王
国
北
部
海
上
で
行
わ
れ
た
「
ロ

デ
ニ
ウ
ス
沖
大
海
戦
」
で
、
４
発
の
核
爆
弾
が
爆
発
し
た
。

　
爆
心
地
と
化
し
た
の
は
、
ク
ワ
ト
イ
ネ
公
国
の
マ
イ
ハ
ー
ク
港
を
攻
略
す
べ

く
、
同
地
に
向
け
て
進
撃
す
る
ロ
ウ
リ
ア
王
国
東
方
征
伐
艦
隊
─
─
４
，
４
０
０

隻
の
木
造
帆
船
で
構
成
さ
れ
た
艦
隊
の
ど
真
ん
中
だ
っ
た
。

　
投
下
さ
れ
た
の
は
、
日
本
国
航
空
自
衛
隊
の
所
有
す
る
Ｂ
６
１
熱
核
弾
頭
─
─

重
量
３
０
０
キ
ロ
、全
長
３
．
５
メ
ー
ト
ル
、全
幅
３
０
セ
ン
チ
程
度
で
あ
り
、そ

の
核
出
力
は
１
７
０
キ
ロ
ト
ン
、
１
９
４
５
年
８
月
６
日
に
広
島
で
世
界
で
初
め

て
実
戦
使
用
さ
れ
た
核
兵
器
「
リ
ト
ル
ボ
ー
イ
」
１
１
．
３
個
分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

そ
れ
が
４
発
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｂ
６
１
熱
核
弾
頭
は
、
空
自
に
所
属
す
る
４
機
の
Ｆ
─
２
Ａ
戦
闘

機
か
ら
１
発
ず
つ
投
下
さ
れ
、
艦
隊
上
空
の
高
度
５
０
０
メ
ー
ト
ル
地
点
に
て
炸

裂
し
た
。

　
ま
ず
最
初
に
核
爆
発
に
よ
っ
て
飛
び
出
し
た
の
は
、
放
射
線
だ
っ
た
。
核
分
裂

に
よ
り
生
じ
た
放
射
線
は
、
爆
心
地
付
近
に
い
た
人
間
─
─
要
す
る
に
ロ
ウ
リ
ア

艦
隊
の
水
兵
を
即
死
さ
せ
る
に
は
十
分
す
ぎ
る
量
、
致
死
量
だ
っ
た
。
こ
の
時
点

で
、
仮
に
弾
頭
が
炸
裂
せ
ず
、
熱
線
や
爆
風
の
影
響
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
爆

心
地
付
近
の
水
兵
は
助
か
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　
続
い
て
１
０
０
万
分
の
１
秒
後
に
は
、
中
心
の
温
度
が
２
５
０
万
℃
に
到
達
す

る
超
高
温
の
火
球
が
形
成
さ
れ
、
熱
線
を
外
部
に
放
出
し
つ
つ
急
速
に
温
度
を
下

げ
な
が
ら
膨
張
、
こ
の
頃
か
ら
ガ
ン
マ
線
が
大
量
に
放
出
さ
れ
る
こ
と
で
空
気
が

反
応
し
て
紫
色
に
見
え
る
よ
う
に
な
り
、
約
１
．
７
秒
後
に
は
、
あ
の
禍
々
し
い

キ
ノ
コ
雲
が
形
成
さ
れ
た
。

　
放
出
さ
れ
た
膨
大
な
熱
線
は
、
爆
心
地
付
近
に
い
た
多
数
の
木
造
帆
船
を
一
瞬

に
し
て
発
火
さ
せ
、
多
く
の
ロ
ウ
リ
ア
水
兵
ら
の
皮
膚
に
重
度
の
火
傷
を
負
わ
せ
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た
。

　
さ
ら
に
遅
れ
て
発
生
し
た
巨
大
な
衝
撃
波
は
、
爆
心
地
か
ら
数
キ
ロ
離
れ
た
場

所
に
い
た
帆
船
の
マ
ス
ト
や
船
体
を
破
壊
し
、
中
に
は
一
瞬
に
し
て
船
そ
の
も
の

を
衝
撃
波
だ
け
で
完
全
に
粉
砕
さ
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
。

　
熱
線
や
衝
撃
波
は
一
瞬
に
し
て
全
て
が
照
射
さ
れ
し
き
っ
た
が
、
爆
発
に
よ
り

生
じ
た
ガ
ン
マ
線
や
中
性
子
線
は
、
さ
ら
に
数
時
間
以
上
経
っ
て
も
照
射
さ
れ
続

け
た
。

　
そ
し
て
爆
心
地
付
近
に
い
た
全
て
の
生
物
─
─
船
上
に
い
た
兵
士
は
も
ち
ろ

ん
、
海
中
の
魚
も
含
め
す
べ
て
─
─
の
身
体
へ
、
生
体
活
動
に
影
響
を
与
え
か
ね

な
い
致
命
的
な
量
の
そ
れ
を
与
え
、
彼
ら
の
身
体
を
蝕
ん
だ
。

　
や
が
て
一
拍
置
い
て
、
よ
う
や
く
ロ
ウ
リ
ア
水
兵
ら
は
立
ち
上
る
巨
大
な
４
つ

の
キ
ノ
コ
雲
を
目
に
し
た
。

　
こ
の
瞬
間
だ
け
で
４
，
４
０
０
隻
い
た
木
造
帆
船
の
中
で
浮
い
て
い
ら
れ
た
の

は
６
０
０
隻
弱
、
満
足
に
活
動
で
き
る
の
は
１
５
０
隻
弱
に
ま
で
減
ら
さ
れ
て
お

り
、
生
存
者
は
約
１
６
万
人
の
水
兵
の
な
か
で
、
２
万
人
弱
し
か
残
っ
て
い
な

か
っ
た
。
こ
の
時
点
で
指
揮
官
の
海
将
シ
ャ
ー
ク
ン
も
蒸
発
し
て
い
た
。

　
そ
し
て
生
き
残
っ
た
彼
ら
も
、
放
射
線
と
熱
線
に
よ
る
重
度
の
火
傷
に
よ
り
、

も
う
長
く
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
っ
た
。

　
も
は
や
こ
の
時
点
で
マ
イ
ハ
ー
ク
港
へ
の
進
撃
は
中
止
さ
れ
て
い
た
。
や
が

て
日
没
と
な
り
、
放
射
性
降
下
物
を
含
ん
だ
黒
い
雨
が
彼
ら
の
頭
の
上
に
降
り
注

ぎ
始
め
た
。

　
そ
の
頃
に
は
も
う
５
，
０
０
０
人
程
度
し
か
生
き
て
い
な
か
っ
た
。
放
射
線
に

よ
る
生
体
活
動
へ
の
影
響
と
、
皮
膚
へ
の
重
度
な
火
傷
に
よ
る
脱
水
は
、
医
薬
品

も
治
癒
魔
法
の
使
え
る
魔
導
師
も
少
な
く
、
さ
ら
に
食
料
も
綺
麗
な
水
も
ほ
ん
の

少
し
し
か
な
い
船
上
で
、
彼
ら
は
助
け
を
求
め
な
が
ら
次
々
に
息
絶
え
て
い
っ

た
。

　
喉
の
渇
き
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
者
の
中
に
は
、
口
を
開
け
て
空
を
仰
ぎ
、

黒
い
雨
を
飲
も
う
と
す
る
人
間
も
い
た
。
や
が
て
彼
ら
は
そ
の
ま
ま
動
か
な
く

な
っ
た
。

　
そ
の
う
ち
に
生
き
残
っ
て
い
た
者
も
次
々
に
生
命
活
動
を
停
止
し
て
い
き
、
船

員
の
不
足
に
よ
っ
て
活
動
可
能
な
ロ
ウ
リ
ア
艦
隊
の
帆
船
も
、
ロ
ウ
リ
ア
本
国
へ
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の
帰
還
が
可
能
な
帆
船
も
、
こ
の
時
点
で
は
一
隻
も
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。

生・

き・

た・

船・

員・

の・

　
翌
日
、
ロ
デ
ニ
ウ
ス
大
陸
の
沖
合
い
に
は
大
量
の
水
死
体
や
、

い・

な・

い・

多・

数・

の・

帆・

船・

が
流
れ
着
い
た
。

　
そ
れ
ら
の
死
体
は
、
全
身
の
露
出
し
た
皮
膚
が
焼
け
た
だ
れ
た
り
、
水
ぶ
く
れ

を
起
こ
し
た
り
、
肉
を
垂
れ
落
と
す
な
ど
、
ど
れ
も
奇
妙
な
死
に
方
で
あ
っ
た
。

　
異
世
界
の
人
々
に
と
っ
て
初
め
て
と
な
る
、
科
学
的
に
引
き
起
こ
さ
れ
た
核
爆

発
に
よ
る
攻
撃
の
成
果
は
、
同
時
に
大
惨
禍
を
引
き
起
こ
す
結
果
と
な
っ
た
。
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日
本
が
核
武
装
し
た
経
緯
（
設
定
）

　　　
◆
「
西
部
日
報
」
が
報
じ
た
、
戦
後
世
界
に
お
け
る
世
界
各
地
で
の
核
兵
器
使

用
の
歴
史

　　
１
９
５
１
年
４
月
１
２
日
　
西
部
日
報

『
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
、
大
陸
中
国
に
原
爆
投
下
。

　
１
１
日
午
前
２
時
頃
、
米
軍
は
北
鮮
（
北
朝
鮮
）
と
の
国
境
付
近
に
あ
る
満
州

地
方
の
大
陸
中
国
軍
基
地
に
原
子
爆
弾
３
発
を
投
下
し
た
こ
と
を
発
表
し
た
。

　
こ
の
朝
鮮
戦
争
で
最
初
の
、
人
類
史
で
は
三
回
目
の
原
子
爆
弾
使
用
が
、
同
時

に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
総
司
令
官
職
を
解
任
さ
れ
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
の
独
断
の
命
令
に

よ
る
も
の
で
あ
る
と
米
軍
は
説
明
し
て
い
る
。

　
米
国
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
更
迭
お
よ
び
軍
法
会
議
の
開
催
を
表
明
し
た
も
の

の
、
こ
の
攻
撃
に
大
陸
中
国
は
抗
議
声
明
を
発
表
し
た
。
ま
た
、
ソ
連
は
大
陸
中

国
と
北
鮮
へ
原
爆
を
供
与
す
る
と
発
表
し
て
い
る
。』

　　
１
９
５
１
年
４
月
１
９
日
　
西
部
日
報

『
北
鮮
軍
、
ソ
ウ
ル
へ
原
爆
投
下
。

　
米
国
は
１
８
日
午
前
９
時
頃
、
韓
国
都
市
ソ
ウ
ル
が
北
鮮
軍
爆
撃
機
に
よ
る
原

爆
攻
撃
を
受
け
た
こ
と
を
発
表
し
た
。

　
現
在
未
確
認
な
が
ら
死
傷
者
数
は
２
万
人
以
上
に
上
る
と
発
表
し
て
お
り
、
こ

れ
が
先
日
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
に
よ
る
原
爆
攻
撃
へ
の
報
復
で
あ
る
こ
と
は

明
白
で
あ
る
。

　
な
お
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
昨
１
７
日
に
米
本
土
に
帰
国
し
て
お
り
、
も
う
間
も

な
く
軍
法
会
議
が
開
か
れ
る
予
定
で
あ
る
。』

　　
１
９
５
３
年
７
月
２
７
日
　
西
部
日
報

『
休
戦
協
定
、
け
さ
調
印
。

　
２
７
日
午
前
８
時
、
国
連
軍
総
司
令
官
と
北
鮮
軍
最
高
司
令
官
お
よ
び
中
国
志

願
軍
司
令
員
の
間
に
休
戦
協
定
が
結
ば
れ
た
。
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更
迭
さ
れ
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
よ
る
２
年
前
の
原
爆
攻
撃
以
後
、
今
日
ま
で
に

両
軍
合
わ
せ
３
５
発
の
原
子
爆
弾
が
使
用
さ
れ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
朝
鮮
半
島
は

全
土
が
荒
廃
し
た
ほ
か
汚
染
が
激
し
く
、
復
興
に
は
相
当
の
時
間
が
掛
か
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

　
西
日
本
に
お
け
る
放
射
性
降
下
物
の
土
壌
汚
染
も
あ
と
数
年
は
続
く
と
見
ら

れ
る
』

　　
１
９
５
８
年
９
月
１
日
　
西
部
日
報

『
台
湾
海
峡
、
核
の
報
復
戦
激
化
。

　
８
月
２
３
日
か
ら
始
ま
っ
た
中
華
民
国
（
台
湾
）
と
大
陸
中
国
の
衝
突
に
よ
り

始
ま
っ
た
第
二
次
台
湾
海
峡
危
機
は
、
２
４
日
の
米
軍
に
よ
る
核
兵
器
を
用
い
た

介
入
以
後
激
化
の
一
途
に
あ
る
。

　
す
で
に
一
連
の
戦
闘
に
て
両
軍
合
わ
せ
１
１
発
の
核
兵
器
が
使
用
（
大
陸
中
国

は
ソ
連
か
ら
供
与
さ
れ
て
い
た
も
の
を
使
用
）
さ
れ
た
と
し
て
お
り
、
米
軍
は
新

型
の
水
素
爆
弾
も
投
入
し
た
ほ
か
、
沖
縄
か
ら
も
核
を
載
せ
た
Ｂ
─
４
７
戦
略
爆

撃
機
が
何
機
も
往
復
し
て
い
る
。』

　　
１
９
６
１
年
４
月
１
６
日
　
西
部
日
報

『
キ
ュ
ー
バ
に
て
核
爆
発
。

　
１
５
日
朝
６
時
、
キ
ュ
ー
バ
軍
基
地
の
飛
行
場
に
て
核
爆
発
が
起
き
た
。

　
核
兵
器
の
使
用
が
確
実
視
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
核
爆
弾
を
投
下
し
た
の
は
米
空

軍
の
ダ
グ
ラ
ス
Ａ
─
２
６
爆
撃
機
と
見
ら
れ
て
い
る
が
、
米
軍
は
関
与
を
否
定
し

て
い
る
。

　
こ
の
件
に
関
し
、
キ
ュ
ー
バ
外
相
の
ラ
ウ
ル
・
ロ
ア
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
国
連
本

部
で
「
ア
メ
リ
カ
の
仕
業
」
と
し
て
非
難
し
て
い
る
。』

　
※
こ
の
翌
日
、
俗
に
言
う
ピ
ッ
グ
ス
湾
事
件
が
勃
発
。
戦
術
核
兵
器
も
使
用
さ

れ
、
キ
ュ
ー
バ
の
社
会
主
義
政
権
で
あ
る
カ
ス
ト
ロ
政
権
は
崩
壊
す
る
。

　　
１
９
６
７
年
１
１
月
５
日
　
西
部
日
報

『
防
衛
庁
、
自
衛
隊
へ
の
核
配
備
を
決
定
。

　
３
日
、
防
衛
庁
は
陸
海
空
自
衛
隊
共
用
で
２
０
０
発
の
戦
術
級
核
兵
器
を
保
有
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す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。
政
府
は
米
国
か
ら
の
核
兵
器
購
入
を
希
望
し
て
る
他
、

す
で
に
米
国
議
会
は
日
本
へ
の
核
供
与
を
承
認
し
て
い
る
。

　
こ
の
発
表
を
受
け
て
首
都
圏
で
は
学
生
運
動
や
過
激
化
し
た
デ
モ
、
暴
徒
と
機

動
隊
と
の
衝
突
が
続
発
し
て
お
り
、
政
府
は
治
安
出
動
を
命
令
、
習
志
野
の
陸
自

第
一
空
挺
団
か
ら
も
人
員
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。』

　　
１
９
７
３
年
１
０
月
９
日
　
西
部
日
報

『
ア
ラ
ブ
諸
国
が
核
兵
器
を
使
用
。

　
昨
８
日
、
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
は
ゴ
ラ
ン
高
原
に
て
、
ア
ラ
ブ
諸
国
軍
が
戦
術
核
兵

器
を
投
入
し
た
こ
と
を
発
表
し
た
。

　
今
回
の
攻
撃
に
よ
り
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
は
大
規
模
な
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

ほ
か
、
今
回
使
用
さ
れ
た
ア
ラ
ブ
の
核
が
ソ
連
か
ら
供
与
を
受
け
た
も
の
で
あ
る

と
推
測
し
て
お
り
、
米
国
へ
の
支
援
を
要
請
し
て
い
る
。

　
こ
の
第
四
次
中
東
戦
争
に
よ
る
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
回
復
は
ま
だ
少
し
か
か

る
も
の
と
見
ら
れ
る
。』

　　
１
９
７
５
年
４
月
３
１
日
　
西
部
日
報

『
泥
沼
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
、
つ
い
に
終
幕
。

　
つ
い
に
泥
沼
と
化
し
た
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
終
結
す
る
。
米
国
大
統
領
は
６
０

日
以
内
に
ベ
ト
ナ
ム
全
土
か
ら
の
完
全
撤
兵
を
約
束
し
、
ま
た
周
辺
の
４
か
国
に

監
視
団
を
派
遣
す
る
と
も
表
明
し
た
。

（
中
略
）

　
米
国
は
北
ベ
ト
ナ
ム
に
対
し
て
戦
術
核
兵
器
を
１
５
発
使
用
し
た
と
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
枯
葉
剤
の
使
用
な
ど
で
全
土
が
汚
染
さ
れ
、
ベ
ト
ナ
ム
の
復
興
に
は

相
当
な
時
間
を
要
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。』

　　
１
９
７
６
年
９
月
１
２
日
　
西
部
日
報

『
函
館
に
核
攻
撃
、
ソ
連
の
仕
業
か
。

　
１
１
日
、
函
館
空
港
が
ソ
連
軍
潜
水
艦
の
発
射
し
た
と
み
ら
れ
る
核
搭
載
巡
航

ミ
サ
イ
ル
で
核
攻
撃
を
受
け
た
。

　
防
衛
庁
は
、
米
国
に
亡
命
す
る
た
め
飛
来
し
た
ソ
連
防
空
軍
中
尉
の
ミ
グ
２
５
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戦
闘
機
を
、
ソ
連
が
日
本
や
米
国
に
よ
り
機
体
解
析
さ
れ
る
前
に
破
壊
す
る
た
め

の
攻
撃
と
見
て
い
る
。

　
こ
の
件
に
関
し
、
日
本
政
府
は
ソ
連
に
抗
議
声
明
を
発
表
す
る
と
共
に
、
問
題

を
国
連
に
て
追
及
す
る
予
定
で
あ
る
。』

　　
１
９
８
２
年
５
月
３
１
日
　
西
部
日
報

『
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
英
巡
洋
艦
に
核
攻
撃
。

　
昨
３
０
日
午
後
６
時
、
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
紛
争
に
出
撃
し
て
い
た
英
国
海
軍
の

ヘ
リ
搭
載
巡
洋
艦
「
タ
イ
ガ
ー
」
が
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
軍
の
Ａ
─
４
ス
カ
イ
ホ
ー
ク

攻
撃
機
に
よ
る
核
攻
撃
を
受
け
て
撃
沈
さ
れ
た
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
生
存
者
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
経
路
で
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
が
核
を
入
手
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。』

　　
１
９
８
７
年
１
１
月
２
５
日
　
西
部
日
報

『
ソ
連
軍
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
核
兵
器
使
用
。

　
１
１
月
２
３
日
未
明
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
侵
攻
し
た
ソ
連
軍
は
、
ゲ
リ
ラ
勢

力
拠
点
の
一
掃
を
目
的
に
サ
ス
カ
ン
ダ
フ
峠
を
核
攻
撃
し
た
。

　
使
用
さ
れ
た
の
は
メ
ガ
ト
ン
級
の
戦
略
核
と
見
ら
れ
て
い
て
、
ア
フ
ガ
ン
の
み

な
ら
ず
周
辺
国
へ
の
放
射
性
降
下
物
に
よ
る
被
害
も
心
配
さ
れ
る
。』

　　
１
９
９
１
年
２
月
１
０
日
　
西
部
日
報

『
多
国
籍
軍
が
イ
ラ
ク
を
核
攻
撃
。

　
先
月
２
９
日
の
イ
ラ
ク
軍
に
よ
る
米
海
軍
空
母
「
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
」
へ
の
核
攻

撃
に
対
す
る
報
復
と
し
て
、
多
国
籍
軍
は
昨
日
イ
ラ
ク
南
部
に
あ
る
複
数
の
軍
事

施
設
を
戦
術
級
・
戦
略
級
核
兵
器
で
核
攻
撃
し
た
。

　
使
用
さ
れ
た
核
爆
弾
は
６
発
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
今
日
に
至
る
ま
で
イ
ラ
ク
が
核
兵
器
を
入
手
し
た
経
路
は
不
明
で
あ

る
。』

　　
１
９
９
９
年
４
月
１
４
日
　
西
部
日
報

『
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
で
核
爆
発
か
。
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先
日
１
３
日
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
は
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
に
て
３
回
目
と
な
る
核
兵
器
の

使
用
が
行
わ
れ
た
と
発
表
し
た
。
旧
ソ
連
よ
り
流
出
し
た
核
兵
器
が
使
用
さ
れ

た
と
見
ら
れ
る
ケ
ー
ス
は
、
今
回
に
て
４
５
回
目
で
あ
る
。

　
ま
た
一
部
情
報
筋
に
よ
る
と
、
核
爆
発
に
よ
り
巻
き
上
げ
ら
れ
た
大
量
の
粉
塵

が
太
陽
光
線
を
阻
害
し
て
お
り
、
地
球
寒
冷
化
が
急
速
に
進
み
つ
つ
あ
る
と
の
こ

と
。』

　　
２
０
０
３
年
５
月
２
日
　
西
部
日
報

『
米
国
、
イ
ラ
ク
で
の
戦
闘
終
結
を
宣
言
。

　
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は
昨
日
、
イ
ラ
ク
戦
争
に
お
け
る
全
て
の
大
規
模
戦
闘
が
終

結
し
た
と
宣
言
し
た
。

　
イ
ラ
ク
の
保
持
す
る
大
量
破
壊
兵
器
の
撤
廃
を
理
由
に
始
ま
っ
た
こ
の
戦
争

だ
が
、
両
軍
合
わ
せ
１
４
発
の
核
兵
器
が
使
用
さ
れ
た
。
う
ち
大
半
は
イ
ラ
ク
軍

に
よ
る
国
内
で
の
核
兵
器
使
用
で
あ
る
。

　
米
国
は
イ
ラ
ク
で
の
大
量
破
壊
兵
器
を
全
て
処
理
す
る
ま
で
進
駐
を
続
け
る

と
の
こ
と
だ
。』

　　
２
０
０
８
年
３
月
３
１
日
　
西
部
日
報

『
防
衛
省
、
戦
略
潜
水
艦
の
建
造
開
始
。

　
昨
日
、
防
衛
省
は
海
上
自
衛
隊
の
新
型
潜
水
艦
と
し
て
、
Ｓ
Ｌ
Ｂ
Ｍ
（
潜
水
艦

発
射
型
弾
道
ミ
サ
イ
ル
）
の
垂
直
発
射
管
を
備
え
た
戦
略
潜
水
艦
の
建
造
を
開
始

し
た
と
発
表
し
た
。

　
今
ま
で
の
海
自
で
は
魚
雷
発
射
管
と
、
そ
れ
を
用
い
て
射
出
す
る
タ
イ
プ
の
核

魚
雷
・
核
巡
航
ミ
サ
イ
ル
を
使
用
し
て
お
り
、
今
回
の
よ
う
な
Ｓ
Ｌ
Ｂ
Ｍ
と
垂
直

発
射
管
の
採
用
は
本
級
が
初
で
あ
る
。』

　　
２
０
１
０
年
１
１
月
２
４
日
　
西
部
日
報

『
北
朝
鮮
が
韓
国
を
核
攻
撃
。

　
昨
２
３
日
、
北
朝
鮮
は
韓
国
の
延
坪
島
を
核
攻
撃
し
た
。
韓
国
軍
は
核
搭
載
の

玄
武
１
型
弾
道
ミ
サ
イ
ル
で
反
撃
を
行
っ
て
お
り
、
朝
鮮
半
島
で
の
本
格
的
な
武

力
衝
突
は
去
年
の
大
青
海
戦
以
来
、
核
が
使
用
さ
れ
た
戦
闘
は
朝
鮮
戦
争
以
来
と
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な
る
。

　
韓
国
国
防
部
は
今
回
の
戦
闘
に
よ
る
死
傷
者
数
を
約
２
，
８
０
０
人
と
発
表
し

て
お
り
、
ま
た
今
回
の
戦
闘
で
延
坪
島
は
７
割
が
消
失
し
た
と
さ
れ
る
。』

　　
２
０
１
３
年
７
月
２
５
日
　
西
部
日
報

『
地
球
寒
冷
化
、
世
界
各
地
で
深
刻
化
。

　
先
ほ
ど
世
界
気
象
機
関
（
Ｗ
Ｍ
Ｏ
）
は
地
球
寒
冷
化
が
世
界
各
地
で
深
刻
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
発
表
し
た
。
　

　
同
時
に
Ｗ
Ｍ
Ｏ
は
、
世
界
各
地
で
の
紛
争
で
核
兵
器
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
大
量
の
粉
塵
が
巻
き
上
げ
ら
れ
、
太
陽
光
線
を
阻
害
し
て
い
る
こ
と
が
原
因
と

し
て
い
る
。

　
お
と
と
い
東
京
で
は
今
年
の
夏
で
過
去
も
っ
と
も
低
い
最
高
気
温
を
観
測
し

て
お
り
、
ま
た
こ
の
先
数
年
は
冷
夏
と
厳
冬
が
続
く
可
能
性
が
あ
る
と
気
象
庁
は

発
表
し
て
い
る
。』
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エ
ジ
ェ
イ
防
衛
戦
、
ま
た
は
核
攻
勢

　　　
中
央
暦
１
６
３
９
年
　
７
月
２
６
日

　
ク
ワ
ト
イ
ネ
公
国
　
城
塞
都
市
エ
ジ
ェ
イ

　　
こ
の
異
世
界
で
初
め
て
純
科
学
製
の
核
兵
器
が
使
用
さ
れ
た
ロ
デ
ニ
ウ
ス
沖

大
海
戦
か
ら
３
か
月
後
、
つ
ぎ
に
核
爆
弾
が
こ
の
世
界
で
炸
裂
し
た
の
は
ク
ワ
ト

イ
ネ
公
国
内
で
の
事
だ
っ
た
。

　
場
所
は
エ
ジ
ェ
イ
近
郊
─
─
エ
ジ
ェ
イ
は
ロ
ウ
リ
ア
王
国
侵
攻
に
備
え
て
作

り
だ
さ
れ
た
城
塞
都
市
で
、
街
そ
の
も
の
が
高
さ
２
５
メ
ー
ト
ル
の
城
壁
に
守
ら

れ
て
お
り
、
ま
た
公
国
軍
の
兵
士
約
３
万
人
が
駐
屯
し
て
い
る
、
ま
さ
に
鉄
壁
で

あ
る
。

　
ク
ワ
ト
イ
ネ
公
国
へ
と
陸
上
侵
攻
し
、
国
境
付
近
の
都
市
ギ
ム
を
攻
め
落
と
し

た
ロ
ウ
リ
ア
王
国
軍
─
─
総
数
５
０
万
人
の
兵
士
の
う
ち
、
２
万
人
の
兵
士
か
ら

な
る
エ
ジ
ェ
イ
攻
略
先
遣
隊
が
、
エ
ジ
ェ
イ
の
西
５
キ
ロ
地
点
に
ま
で
進
出
し
て

い
た
。

　
エ
ジ
ェ
イ
に
控
え
る
ク
ワ
ト
イ
ネ
公
国
軍
の
兵
士
ら
は
皆
が
み
な
練
度
が
高

く
、
ロ
ウ
リ
ア
軍
と
の
戦
闘
に
備
え
、
日
々
身
体
や
精
神
を
鍛
練
し
、
努
力
し
続

け
て
き
た
。

　
陸
上
自
衛
隊
第
７
師
団
に
所
属
す
る
Ｍ
１
１
０
自
走
２
０
３
ミ
リ
榴
弾
砲
が

ロ
ウ
リ
ア
王
国
軍
に
向
け
て
放
っ
た
８
イ
ン
チ
熱
核
砲
弾
は
、
そ
ん
な
彼
ら
の
努

力
を
ロ
ウ
リ
ア
軍
先
遣
部
隊
の
兵
士
約
２
万
人
ご
と
一
瞬
に
し
て
消
し
去
っ
た
。

　
Ｕ
Ｈ
─
６
０
Ｊ
Ａ
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
よ
り
２
時
間
以
内
に
撤
収
す
る
よ
う
勧
告

す
る
紙
を
ロ
ウ
リ
ア
軍
に
ば
ら
蒔
い
た
陸
上
自
衛
隊
は
、
２
時
間
経
っ
て
も
撤
収

し
な
い
こ
と
を
受
け
て
つ
い
に
彼
ら
に
対
す
る
攻
撃
を
行
っ
た
。

　
陸
自
第
７
師
団
第
７
特
科
連
隊
に
所
属
す
る
Ｍ
１
１
０
自
走
２
０
３
ミ
リ
榴

弾
砲
が
観
測
射
の
の
ち
ロ
ウ
リ
ア
軍
向
け
て
エ
ジ
ェ
イ
後
方
の
基
地
敷
地
内
よ

り
発
射
し
た
の
は
、
米
国
よ
り
自
衛
隊
へ
供
与
さ
れ
て
い
た
Ｗ
７
９
熱
核
砲
弾

だ
っ
た
。

　
Ｗ
７
９
は
２
０
３
ミ
リ
口
径
の
砲
か
ら
発
射
す
る
こ
と
を
考
慮
し
、
重
量
約
９
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０
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
直
径
約
２
０
セ
ン
チ
、
全
長
約
１
メ
ー
ト
ル
に
ま
で
サ
イ
ズ
を

抑
え
ら
れ
た
た
め
、
核
出
力
は
１
キ
ロ
ト
ン
─
─
広
島
に
落
と
さ
れ
た
「
リ
ト
ル

ボ
ー
イ
」
の
わ
ず
か
１
５
分
の
１
程
度
で
し
か
な
く
、
か
な
り
小
さ
い
。

　
し
か
し
Ｗ
７
９
は
、
核
爆
発
の
際
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
放
出
に
お
け
る
中
性
子
線
の

割
合
を
高
め
、
爆
風
に
よ
る
建
造
物
へ
の
被
害
よ
り
も
中
性
子
線
に
よ
る
生
物
へ

の
殺
傷
力
を
高
め
た
も
の
で
あ
り
─
─
俗
に
言
う
、「
中
性
子
爆
弾
」
で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
、
エ
ジ
ェ
イ
の
西
５
キ
ロ
の
位
置
に
発
生
し
た
キ
ノ
コ
雲
は
ロ
デ
ニ

ウ
ス
沖
大
海
戦
の
時
に
お
け
る
そ
れ
よ
り
も
小
さ
か
っ
た
が
、
密
集
し
た
２
万
人

の
兵
士
を
全
滅
さ
せ
る
に
は
十
分
だ
っ
た
。

　
砲
弾
が
ロ
ウ
リ
ア
軍
の
上
空
に
て
炸
裂
し
た
瞬
間
に
飛
び
出
し
て
き
た
、
炸
裂

地
点
か
ら
半
径
１
キ
ロ
以
内
に
い
た
全
て
の
生
物
を
一
瞬
で
絶
命
さ
せ
う
る
ほ

ど
高
濃
度
の
放
射
線
は
、
こ
の
瞬
間
だ
け
で
大
半
の
ロ
ウ
リ
ア
兵
を
昏
倒
さ
せ

た
。

　
約
１
０
０
万
分
の
１
秒
後
に
は
や
は
り
高
温
の
熱
球
が
出
現
し
、
熱
線
を
放
出

し
つ
つ
温
度
を
急
速
に
下
げ
て
膨
張
す
る
と
、
約
１
．
５
秒
後
に
は
キ
ノ
コ
雲
が

発
生
。

　
Ｗ
７
９
の
よ
う
な
「
中
性
子
爆
弾
」
は
通
常
の
核
兵
器
よ
り
も
熱
線
・
爆
風
が

抑
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
て
半
径
４
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
に
い
た
ロ
ウ
リ
ア

兵
を
死
体
も
残
さ
ぬ
高
温
で
蒸
発
さ
せ
る
に
は
十
分
な
も
の
だ
っ
た
。

　
爆
発
か
ら
１
０
秒
も
し
た
こ
ろ
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
ロ
ウ
リ
ア
兵
が
放
射
線
に

よ
り
何
が
起
き
た
か
分
か
る
こ
と
も
な
く
一
瞬
に
し
て
く
た
ば
る
か
、
運
悪
く
砲

弾
の
真
下
に
い
た
た
め
に
蒸
発
し
た
か
、
ま
た
は
あ
と
１
日
も
す
れ
ば
絶
命
し
か

ね
な
い
致
命
的
な
放
射
線
障
害
を
負
っ
た
。
生
存
者
は
１
，
０
０
０
人
に
も
満
た

な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
彼
ら
の
命
日
は
、
恐
ろ
し
い
ほ
ど
近
く
に
ま
で
迫
っ
て
い

る
。

　
こ
の
ロ
ウ
リ
ア
軍
２
万
人
を
率
い
て
い
た
指
揮
官
の
ジ
ュ
ー
ン
フ
ィ
ル
ア
伯

爵
、
そ
の
副
官
を
務
め
る
魔
導
師
の
ワ
ッ
シ
ュ
ー
ナ
ら
は
、
す
で
に
多
量
の
放
射

線
を
浴
び
た
こ
と
で
絶
命
し
て
い
た
。

　
１
発
の
砲
弾
が
、
一
瞬
に
し
て
約
２
万
弱
の
兵
士
を
吹
き
飛
ば
し
た
の
だ
。

　
不
幸
中
の
幸
い
と
し
て
、
中
性
子
爆
弾
と
し
て
作
ら
れ
た
Ｗ
７
９
は
そ
の
設
計

上
、
放
射
性
物
質
が
残
留
し
に
く
い
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
お
り
、
ロ
デ
ニ
ウ
ス
沖
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に
て
見
ら
れ
た
放
射
性
物
質
を
含
む
「
黒
い
雨
」
の
降
雨
は
発
生
せ
ず
、
周
辺
の

放
射
能
汚
染
も
最
低
限
の
も
の
と
な
っ
た
。

　
こ
の
と
き
の
攻
撃
は
当
事
者
の
ロ
ウ
リ
ア
軍
、
そ
し
て
自
衛
隊
の
み
な
ら
ず
、

他
に
も
幾
つ
か
の
人
間
に
よ
っ
て
見
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
は
例
え
ば
エ
ジ
ェ
イ
に
て
防
戦
の
準
備
を
し
て
い
た
ク
ワ
ト
イ
ネ
公
国

軍
だ
っ
た
り
、
そ
の
指
揮
官
の
ノ
ウ
将
軍
で
あ
っ
た
り
、
ギ
ム
の
住
民
で
あ
っ
た

り
─
─
彼
ら
は
事
前
に
自
衛
隊
が
核
攻
撃
を
行
う
こ
と
が
通
達
さ
れ
て
い
た
た

め
軍
用
の
放
射
線
防
護
ゴ
ー
グ
ル
が
支
給
さ
れ
て
い
た
─
─
ま
た
は
ロ
ウ
リ
ア

軍
の
蛮
行
か
ら
逃
れ
る
べ
く
ギ
ム
を
目
指
し
て
い
た
住
民
た
ち
で
あ
っ
た
。

　
彼
ら
の
中
で
も
博
識
の
あ
っ
た
者
は
、
後
に
こ
の
と
き
の
光
景
を
こ
の
よ
う
に

語
っ
て
い
る
。

古
代
魔
法
帝
国

ラ

ヴ
ァ
ー

ナ

ル

　
─
─
そ
れ
は
ま
る
で
、
伝
承
に
て

が
使
用
し
た
と
言
い
伝
え
ら

れ
て
い
る
最
終
兵
器
「
コ
ア
魔
法
」
が
使
用
さ
れ
た
の
で
は
、
と
疑
う
よ
う
な
光

景
だ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
あ
な
が
ち
間
違
い
で
は
な
か
っ
た
。

　
─
─
違
い
が
あ
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
、
ど
こ
の
国
が
使
用
し
た
か
、
た
だ
そ
れ

だ
け
だ
っ
た
。
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